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リチウム Li 

【用途】 軽くて大容量の電池として活躍 

金属中最も軽く、イオン化傾向が大きいというエネルギー密度を活

かし、リチウムイオン電池（以下 LIB）は自動車のバッテリーやノートパ

ソコンなどのモバイル用電源として欠かせない存在であり、電気自動

車(EV)の販売増を背景に需要が拡大している。大気中で容易に酸化

されるため、主に軽量合金として利用されてきたが、リチウム金属及び

その化合物の用途は、電池以外でも耐熱ガラスなどのガラス用添加

剤、冷凍機の吸収剤などでも需要が増大し、また、アルミ・リチウム合

金は航空機の構造材としても使用されている。 

【特性】 

・金属中で最も軽い 

・大気中で酸化されやすい 

・ナトリウムに次いでやわら

かいが、延性は乏しい 

・ガラスや金属、コンクリート

などに添加すると、物性を

著しく改善する 

 

【資源国と消費国】  

［国名、構成比（％）］（数量：2022 年世界計） 出典：USGS2023 

国別埋蔵量（合計 26,000 純分千ｔ） 

 

国別リチウム（鉱石、かん水）生産量 

（合計 130.0 千純分ｔ） 

 
【世界の主要リチウム（鉱石、かん水）生産国】国名、国別生産量（純分ｔ、2022 年間値） 出典：

USGS2023 
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中国, 8%

米国, 4%

カナダ, 4%
その他, 15%

豪州, 47%チリ, 30%
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ブラジル, 2% その他, 2%

中国 19,000

アルゼンチン 6,200

豪州 61,000
ブラジル 2,200

チリ 39,000
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【貿易概況】（数量は 2022 年年間値） 

■世界（数値はマテリアル t） 出典：Global Trade Atlas  

炭酸リチウム 主要輸出国（合計 276,183t） 

 

炭酸リチウム主要輸入国（合計 258,458t） 

 

水酸化リチウム主要輸出国（合計 135,831t） 

 

水酸化リチウム主要輸入国（合計 128,912t） 

 

■日本（数字は、純分 t） 出典：財務省貿易統計 

炭酸リチウム主要輸入相手国（合計 4,631 純分 t） 

 

水酸化リチウム主要輸入相手国（合計 5,865 純

分 t） 
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韓国, 1% その他, 2%
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1.特性・用途 

リチウムはすべての金属中で最も軽く、同じアルカリ金属であるナトリウムに次いで柔らかいが、延性

に乏しい金属である。色は無色、白、淡緑、淡紅、灰色などでガラス光沢を持ち、融点は 181℃と低く、沸

点は 1,347℃と比較的高い。水と激しく反応して水素を発生し、水素とは容易に反応して水素化リチウムと

なる。マグネシウム、アルミニウム、鉛などの金属と容易に合金を作る。 

塩湖のかん水とスポジュメン（リチア輝石）鉱石を原料として、炭酸リチウムや水酸化リチウムなどのリ

チウム製品が作られる。塩湖のかん水は、天日蒸発などで濃縮後、不純物を沈殿させ精製し、炭酸リチ

ウムが作られる。スポジュメン鉱石は、精鉱を焙焼、酸処理後精製して炭酸リチウムが作られる。水酸化

リチウムは、炭酸リチウムの水酸化処理（Ca(OH）2 置換）により作られるが、スポジュメン鉱石からは、炭

酸リチウムを経ず酸性溶液から直接精製することも可能である。 

リチウムの電気的特性から高い電位と高容量が得られる LIBは実用化されている二次電池の中で最も

エネルギー密度が高く、リチウムの最大用途となっている。原料として、炭酸リチウムは LIB のニッケル系

以外（コバルト系、マンガン系、三元系等）の正極材と電解質に使われ、水酸化リチウムはニッケル系、三

元系正極材に使われており、それぞれの主要用途となっている。 

LIB 用途のほかに、炭酸リチウムはガラストップコンロなどに使われる耐熱強化ガラス、ハードディスク

ドライブ（以下 HDD）ガラスに添加される窯業添加剤や鉄鋼連続鋳造用のフラックス、弾性表面波フィルタ

ー（以下 SAW）、医薬品（うつ病治療薬等）にも利用されている。 

水酸化リチウムは、LIB 用途のほか潤滑グリースとして使われるステアリン酸リチウムの原料として利

用され、このリチウムグリースは高度の耐水性があり、自動車用グリースの 3 分の 1 を占めている。 

臭化リチウムは、冷媒（水）吸収能力が高く、ビル・工場などの大型空調用吸収式冷凍機の冷媒吸収材

として利用され、この用途がほとんどである。 

塩化リチウムは、吸湿性から空調除湿剤に、また、フラックス時の温度特性（共晶による融点降下）から

溶接フラックスで使用されている。 

金属リチウムは、一次電池の負極材の箔や、合金の還元剤として用いられる。リチウムを陰極にしたリ

チウム電池はニッケル-水素電池に比べ単位体積当たりに蓄積できるエネルギーも 2 倍近くになる性質

がある。また、アルミ・リチウム合金は航空機の構造材としても使用されている。 

炭素とリチウムが結合した有機リチウム化合物は有機合成の重要な反応剤であり、金属リチウムから

製造されるブチルリチウムはポリブタジエンやスチレン・ブタジエンゴムの重合開始剤として使われる。 

以上の利用のほかに、ガラスや金属、コンクリートなどに添加すると、物性を著しく改善する性質があり、

亜硝酸リチウムはコンクリート補修材（コンクリート用化学混和剤：防錆剤、アルカリ骨材反応抑制剤、中

性化抑制剤.）として使われる。また、ガラス産業において融点降下剤としてリチウム鉱石が利用されてい

るほか、リチウムを含む鉱物であるペタライト（葉長石）粉末が耐熱陶器（土鍋等）原料や研磨剤材料とし

て使用されている。 
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2.需給動向 

2-1.世界の需給動向 

 

表 2-1 世界のリチウム生産量 

 

 

 

図 2-1 世界のリチウム生産量 
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2-2.国内の需給動向 

 

表 2-2-1 リチウムの国内需要（マテリアル t） 
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表 2-2-2 リチウムの国内需給（純分ｔ）  

 

 

 
 

図 2-2-1 リチウムの国内需要 
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図 2-2-2 リチウムの国内需給 
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3.輸出入動向 

3-1.輸出入動向 

 

表 3-1 リチウムの輸出入数量 

 
 

 

図 3-1 リチウムの輸入数量 
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3-2.輸出入相手国 

3-2-1.炭酸リチウム 

 

表 3-2-1 炭酸リチウムの輸出入相手国 

 

 

 

 

図 3-2-1 炭酸リチウムの輸入相手国 
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3-2-2.水酸化リチウム 

 

表 3-2-2 水酸化リチウムの輸出入相手国 

 
 

 
図 3-2-2 水酸化リチウムの輸入相手国 
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3-2-3.金属リチウム 

 

表 3-2-3 金属リチウムの輸出入相手国 

 

 

 
図 3-2-3 金属リチウムの輸入相手国 
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3-3.輸出入価格 

 

表 3-3 リチウムの平均輸出入価格 

 

 

 

図 3-3 リチウムの平均輸入価格 

 

 

4.リサイクル 
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リチウムのマテリアルフロー（2022年） 
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